
「Un
io

n
 is P

o
w

e
r

」 

― 

産
業
組
合
岩
手
県
青
年 

連
盟
に
集
う
若
人
に
新
渡
戸
稲
造
が
与
え
た
遺
訓
で
あ
る
。 

今
号
で
は
こ
れ
を
中
心
テ
ー
マ
に
、 

達
増
知
事
を
囲
む
座
談
会
を
特
集
し
た
。 
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「新渡戸稲造の世界」第 29 号 注文書 

ＴＥＬ：０１９－６５４－３２７９ ＦＡＸ：０１９－６５２－４２１３ 

定価／２，０９５円  送料／１冊３１０円（冊数によって変わります） 

冊 注文します    年   月   日 

お 名 前（団体名） 

 

（担当者お名前） 

ご 住 所 〒  

 

電 話  

Ａ５判・198 ページ 定価２，０９５円 

 

渋
沢
栄
一
と
新
渡
戸
稲
造
の
共
通
点
を
挙
げ
れ
ば
、
二
人
は
と
も
に
二
十

代
で
海
外
生
活
を
経
験
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
そ
の
後
の
人
生
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。 

 

渋
沢
は
民
業
と
し
て
の
商
工
業
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
日
本
の
近
代
化

に
と
っ
て
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
の
信
念
に
基
づ
い
て
、
新
渡
戸
は
個
人

の
人
格
形
成
が
近
代
化
の
鍵
だ
と
考
え
て
、
活
躍
し
た
。 

 
と
も
に
国
際
情
勢
を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、
国
内
で
は
独
善
的
な
強
硬

論
を
抑
え
、
海
外
に
向
か
っ
て
は
日
本
の
主
張
を
敢
然
と
発
信
し
た
。
現
代

に
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
二
人
の
国
際
協
調
主
義
者
の
生
き
方
か

ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
多
い
。 

 

（
本
誌
掲
載 

拓
殖
大
学
名
誉
教
授 

草
原
克
豪
氏
の
寄
稿
文
よ
り
） 
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【論 文】    

１ 黒崎幸吉と藤井武 佐 藤 全 弘 大阪市立大学名誉教授 

２ 二人の国際人 渋沢栄一と新渡戸稲造 草 原 克 豪 拓殖大学名誉教授 

３ 札幌遠友夜学校の校章・校旗と佐々木酉二先生 堀 田 国 元 
一般財団法人機能水研

究振興財団理事長 

４ 
新渡戸を仰ぎ見ながら、ＬＢＩの六年間の奮闘

記 
高  橋   郷 新渡戸国際塾第７期生 

【随 想】 

 新渡戸稲造著『修養』と増田義一著『青年の修

養』 

 ― 実業之日本社刊行の２冊の修養書 ―  

森 上 優 子 

お茶の水女子大学グロ

ーバルリーダーシップ

研究所客員研究員 

オーランド島で思ったこと 湯 河 英 里 子 
平成 30 年度奨学研究

生・長崎大学 

札幌農学同窓会 東京支部（2019.10.4）、関西支部

（2019.10.26）講演会 

「大学同窓会の真の役割  ― 次世代のリー

ダーを育てる ― 」 

松 井 博 和 札幌農学同窓会理事長 

太平洋の橋とインド洋の橋 
～津田梅子・野村胡堂をつなぐもの～ 

杉 本  勉 
野村胡堂・あらえびす記

念館館長 

新渡戸さんからの若人へのメッセージ 大 森 恵 子 
東京国際大学非常勤講

師 

【講 演】 

 

新渡戸基金設立 25 周年・新渡戸稲造会創立 35 周年記念  
新渡戸稲造博士命日祭記念鼎談 

新渡戸稲造の心をもった出版人・増田義一 

増 田 義 和 

岩 野 裕 一 

藤 井 茂 

実業之日本社会長 

実業之日本社社長 

新渡戸基金理事長 

【資 料】 

 
新渡戸稲造の女性リーダー育成術 

 ― 上代タノへの手紙を通して（後編） 
長 本 裕 子 

元新渡戸文化中学高等

学校校長 

 Åland 群島: von Willebrand 病と新渡戸稲造 藤 村 吉 博 
奈良県立医科大学名誉

教授 


